
申し込み先、参加費については裏面参照

@ 日本橋ライフサイエンスビルディング 10 階 1004 会議室

2017 年 7月 3 日 （月）

18 ： 30 - 21 ： 00  ( 受付開始 18 ： 00 )

主催：ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン (LINK-J）

正林　和也
株式会社 Biomedical Solutions　代表取締役

ショウバヤシ　 カズヤ

「医療機器ベンチャーとしての挑戦～急性脳梗塞治療用血栓除去デバイス～」

橋爪　克弥
株式会社ジャフコ（JAFCO）　投資部産学連携投資グループリーダー

ハシヅメ　　　 カツヤ

「大学発ベンチャーの課題と現状、今後への期待」

高田　尚悟
タカダ　　　　  ショウゴ

株式会社 Biomedical Solutions　CFO 税理士

Biomedical  Solutions の
Exit 事例をまなぶ
～医療機器界のエコシステムについて～

第 8回 LINK-J
ネットワーキング・ナイトWITH SUPPORTERS

大下　創
MedVenture Partners 株式会社　代表取締役社長

株式会社  Biomedical Solutions　元取締役

オオシタ　　　 ハジメ

「医療機器ベンチャーとエコシステム～ Biomedical Solutions社 成功の意義～」

LINK-J サポーター

イケノ　　　     フミアキ

池野　文昭
Program Director (U.S.) Japan Biodesign, Stanford Biodesign 
Medical Director, Experimental Interventional Laboratory, Stanford University
MedVenture Partners 株式会社　取締役 チーフメディカルオフィサー

座長



日本橋ライフサイエンスビルディング 10 階 1004 会議室　　　

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 2-3-11
（東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」A6出口より徒歩 3分、
ＪＲ総武線「新日本橋」駅 5出口より徒歩 2分） 
※ご来場には公共交通機関をご利用ください。

http://peatix.com/event/264442

18 ： 30  - 　 開会挨拶（主催者）

18 ： 40 - 　 プレゼンテーション
　　　　　　　  大下氏、正林氏、橋爪氏

19 ： 20 - 　 パネルディスカッション

　　　　　　　 正林氏、高田氏、橋爪氏、大下氏、池野氏（座長）

20 ： 00 - 　 懇親会（軽食）

21 ： 00　　 閉会

  

LINK-J 会員    ：   500円

LINK-J 非会員： 2,000円

※LINK-J サポーター・会員の方は、割引コードをお伝えしますので、
LINK-J までご連絡ください。

【登壇者プロフィール】

橋爪　克弥　  （株式会社ジャフコ（JAFCO）投資部　産学連携投資グループリーダー）　　　　　　　　　

慶應義塾大学大学院修了後、ジャフコ入社。入社以来、一貫して大学発技術シーズの事業化および大学発ベンチャー、技術系スタート
アップへの投資活動に従事。文部科学省 START プログラムを通じ、手術支援ロボット等の医療機器開発を行うリバーフィールド
（東京工業大学・東京医科歯科大学発ベンチャー）の設立に関与（現 社外取締役）。
現在、クオンタムバイオシステムズ、マイクロ波化学など複数の大学発ベンチャーの社外取締役を務める。

正林　和也　  （株式会社 Biomedical Solutions　代表取締役）

慶應義塾大学環境情報学部卒業後、三菱東京UFJ 銀行に入行、5年半に渡って企業の資金調達など法人取引業務全般に従事。
27 歳で Biomedical Solutions を創業し、ファイナンスに加え、ビジネスモデルの構築、外部とのパートナーシップ、製造管理・
品質管理体制の構築、知財戦略・薬事戦略の立案、臨床開発の推進など、事業に係わる全領域を主導。創業時から経済産業省や
AMEDの「医工連携事業化推進事業」へ採択され、総括代表責任者としても事業を遂行。
また、VC 数社からの資金調達を実施し、世界初の末梢領域を治療可能とした脳血管血栓除去デバイスを開発。今年の 2 月に、
VC 調達後僅か 2年で、大塚 HDの Gr 会社と買収契約を締結。現在は、大塚 Gr 傘下となった Biomedical Solutions の代表取締役
社長として経営に従事。

医師。自治医科大学卒業後、9年間、僻地医療を含む地域医療に携わり、日本の医療現場の課題、超高齢化地域での医療を体感する。
2001 年渡米。スタンフォード大学循環器科での研究を開始し、以後、多くの米国医療機器ベンチャーの製品開発に創業当時から
関与。また、医療機器大手も含む、同分野での豊富なアドバイザー経験を有し、日米の医療事情に精通。 研究と平行し、2014年から、
Stanford Biodesign Advisory Faculty として、医療機器分野の起業家養成講座で教鞭をとっており、日本版 Biodesign の設立にも
深く関与。日本にもシリコンバレー型の医療機器エコシステムを確立すべく、精力的に活動している。

池野　文昭　 （Program Director (U.S.) Japan Biodesign, Stanford Biodesign 

 Medical Director, Experimental Interventional Laboratory, Stanford University 

 MedVenture Partners 株式会社　取締役 チーフメディカルオフィサー）

【プログラム】 【会費】 

【申し込み先】  事前申込み制

【アクセス】

高田　尚悟　  （株式会社 Biomedical Solutions　CFO　税理士）

北海道大学農学部卒業後、三菱東京UFJ 銀行へ入行。法人営業業務に従事し、融資を通じた取引先の資金繰管理・バックオフィス
体制構築・経営改善に関与。その後、税理士資格を取得し、M＆A 支援、IPO 準備、事業再生をメインとしている都内会計事務
所へ勤務。Biomedical Solutions の事業本格スタートと同時に CFO として参画し、社内体制の構築から資金調達・事業戦略支援
に従事。現在は、EIXT 後の PMI 担当として、親会社とのシステム統合・連結会計導入 IFRS 対応を行っている。

大下　創　
97 年、日本ライフラインで事業開発を担当し、医療機器ベンチャーとの接点をもつ。その後、ITX 株式会社にて、米国医療機器
ベンチャーへの投資を担当。投資先の一社が、IPO 後にピーク時の時価総額約 1,400 億円を達成したことから、シリコンバレー
で現地採用され、約 5 年間、米国医療機器ベンチャーへの投資を担当。投資先の多くにリードインベスターとして関与し、大半
が Exit を達成。中でも、脳動脈瘤治療で世界最先端の製品となる Pipeline Stent を開発した Chestnut Medical では、開発初期か
ら投資を実行。リードインベスターを務めるとともに、経営にも深く関与した。2013 年 11 月に、MedVenture Partners 設立後、
国内外の医療機器ベンチャー 10 数社に投資を実行。初年度に投資をした 3件のうち 2件は既に EXIT を達成している。

 （MedVenture Partners 株式会社 代表取締役社長）　LINK-J サポーター


